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1. 第１報 におい て，カ ーボンブ ラック等 を含 む汚 れ

た洗浄液中からの汚れのつき易さ がビノレダーに よって著

し い影響を受けるこ とを確か めた。この原因を追求す る

た めに，界面 活性剤 の吸着 の面 から検討を試 みた。

2. 木綿，カシ ミロン， テト ロン， ナイロ ンを試料 と

し,  S.D.S. またはA.B.S. の0.2 ％溶液にNa2SO4,NasPs

Oio, Na2CO3,C.M.  C. を１種類 ずつ,   0.05～0.4% 添加し

て40 °C30分，ラ ウンダオ メー クーで処理した。 S. D. S.

についてはBarr and Stubbing の二相 滴定 法により，

A.B.S.につい ては分光光度計を用いた吸光度定量法に よ

り，各試料 への界面活性剤の吸着率を求 めた。

3.    S.D.S.ではす べての繊維 について かなりの吸着 が

みられ，ビル ダーの添加 によって吸着 率が低下 する傾向

がみられた。従 ってS.D.S. の場合はビル ダーの添加 が繊

維表面 への界面活性剤 の吸着を減少させ，そ の結果， カ

ーボンブラ ック等 による汚染 が促進 され たものと考 えら

れ る。一方,  A.B.S. の場合は各繊 維とも活性剤の吸着は

あ まり明 らかで なかった。 この場合は，繊 維表面の吸着

との関連性は不 明確 であV. むし ろ汚 れと界面 活性剤，

ビル ダーの開 の関係 が問題であるように思われるので，

さ らに検討をつづけ る予定で ある。


